
表－２幼齢牛の発育成績（雌）

栗原昭三・泉国治・村上汎司

材料および方法

供試牛は黒毛和種30頭を用い、１６頭を放牧し、１４頭を舎飼いとした。放牧地の面積は3,67haで，傾

斜約１０～35度である。放牧は牧区を７牧区に区分し，輪換放牧を行ない，ｌ牧区に３～４日間放牧し

た｡放牧地の草種はケンタッキー31フェスキュー，白クローパーを主とし，一部牧区にアルファルファ

を栽培している。野草は主としてチカラシパである。舎飼牛は運動場付きの畜舎内で放し飼いにより

飼養した。舎飼牛の粗飼料はトーモロコシ．エンバク及びイタリアンライグラスのエンシレージを主

体とし，冬期には飼料用カブ，大根を与えた。濃厚飼料はＫ株式会社製のくみあい標準配合飼料肉牛

用やまと7３（穀類72％，そうこう類８％，植物性油かす類６％，その他'4％）を１日１頭当り１kgを

給与した。濃厚飼料の成分量は表－１に示した。
表一ｌ配合飼料成分量陶

供試牛は性別，年齢別に区分して整理したが．放牧場内あ

るいは畜舎内では群飼した。

試験期間は，放牧牛では昭和59年４月１１日から．舎飼牛で

は同年11月３日から各終了日までである。体重測定は毎月末

に行った。

結果および考察

１．幼齢牛の発育(雌）

雌の幼齢牛の発育成績は

表－２に示す通りである。

放牧期間中の放牧牛の１日

当り増体重は２頭共6109

であり，かなり良い発育を

示した。一方，舎飼牛では

１日当りの増体重は3309

であり，放牧牛の増体重の

約半分であった。また，舎

飼牛の場合は２頭の内１頭

は１日4409の増体を示し，

他の１頭は2209で放牧牛

の増体重の約路であった。

放牧牛と舎飼牛の発育の比較
⑧

k９
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牛名 ５９．１１ 1２ 6０．１ ２ 増体甫
１日増

体重

舎
飼
牛

239

24号

合計

平均

０
０
０
０

１
１
２
１

205

165

370

185.0

215

170

385

192.5

220

170

390

195.0

245

185

430

215.0

４０

２０

６０

３０

0．４４

０．２２

０．６６

０．３３

粗たん白質 １１．０以上

粗脂肪 2,5〃

粗繊堆 ８ ０〃

粗灰分 ８ ０以下

カノレシウム ０ 50以上

り ん 0 ３５〃

可消化粗たん白質 ９ ５〃

可消化養分総堂 73.0〃

牛名 5９．４ ５ ６ ７ 増体重
１日増

体重

放
牧
牛

21号

22号

合計

平均

８
６
Ｍ
７

195

165

360

１８０．０

215

185

400

２００．０

240

205

445

222.5

250

220

470

235.0

５
５
０
５

５
５
１
５

０．６１

０．６１

１．２２

０．６１



表－３若齢牛の発育成績(雌） k９

k９

２．若齢牛の発育(雌）

雌の若齢牛の発育成績は

表－３に示す通りである。

放牧牛では期間中の発育は

極めて悪く，１日当り平均

増重体は209であり，特に

20号牛では減量し，８号牛

では増体重はＯであった。

また，他の１頭も１日当り

平均増体重はl70gであっ

た。それに反し，舎飼牛で

はｌ日当り増体重は２頭共

3309であり,放牧牛と比較

すると良い発育を示した。

３．２～３歳牛”曽体(雌）

雌の２～３歳牛の増体成

績は表－４に示す通りであ

る。これらの牛は放牧牛，

舎飼牛ともに増体は少なく・

特に放牧牛の13号牛及び舎

飼牛の16号牛では体重は減

少し，放牧の１４号牛では全

く増体しなかった。放牧牛

と舎飼牛の比較では放牧牛

の増体重は１日当り409で

あるのに対し，舎飼牛の増

体重はl90gであり.発育が

悪いながらも舎飼牛は放牧

牛より良い増体を示した。

表－４２～３歳牛の増体成績(雌）

－９４－

牛名 5９．４ ５ ６ ７ 増体煎
１日増

体重

放
牧
牛

５号

８号

20号

合計

平均

２
２
２
６
２

１
１
１
３
１

280

300

250

830

276.7

255

290

260

805

268.3

280

295

270

845

281.7

295

300

240

835

278.3

５
０
０
５
６

１

１

●

－
１

０．１７

０．００

０．１１

０．０６

０．０２

牛名 》顎 5９．１１ 1２ 6０．１ ２ 増体重
１日増

体重

舎
飼
牛

１３号

１４号

15号

１６号

合計

平均

０
８
２
０

４
３
３
３

140

35.0

430

360

450

435

1,675

418.8

４３０

３６０

４５０

440

.680

２０．０

１
４

440

380

４６０

４５０

1.730

432.5

455

390

４７０

４３０

1.745

４３６．３

５
０
０

２
３
２

－５

7０

1７．５

０．２８

０．３３

０．２２

０．０６

０．７８

０．１９

牛名 5９．１１ １２ 6０．１ ２ 増体重
１日増

体重

舎
飼
牛

８号

20号

合計

平均

９
９
８
９

１
１
３
１

360

320

680

340.0

370

330

700

350.0

390

340

720

360.0

390

350

740

370.0

０
０
０
０

３
３
６
３

０．３３

0.33

0.66

0.33

牛名 5９．４ ５ ６ ７ 増体重
１日増

体重

放
牧
牛

１３号

14号

15号

16号

19号

合計

平均

２
０
４
２
９

３
３
２
２
１
127

25.4

445

370

400

390

320

1,925

385.0

430

365

405

395

３１５

1,910

382.0

430

365

415

395

330

1.935

387.0

420

370

420

405

330

1,945

389.0

５
０
０
５
０
０
０

２
２
１
１
２
．

’
４

０．２８

０．００

０．２２

０．１７

０．１１

０．２２

０．０４



表－６若齢牛の発育成績（去勢牛）

表－５５～10歳牛の増体成績(雌） kｘ

蛇

５．若齢牛の発育（去勢牛）

４１－１の放牧|＃l始より１１月の終了日までの全放牧期間中における若齢去勢牛の増体．及び放牧から舎

飼いに移行して１日当り濃厚飼料を６kg,大豆粕１kg,イナワラ６kgを給与した場合の姻体成績は表一

６に示す通りである。放牧７か月間の１日当り増体重の平均は3709であった。この牛に放牧終了後直

ちに濃厚飼料を給与すると，４か月間にｌ日当り9809の増体を示した。

４．５～１０歳牛伽曽体(雌）

雌５～10歳牛の瑚体成績

は表－５に示す通りである。

放牧牛では１号．４号牛

の体重は減少し，６号牛は

僅かに増体し．１０号牛は１

日280ｇ増体した。一方、舎

飼牛では６号，１０号牛が増

体しなく，１号、２号牛は

１日約400ｇ増体した｡放牧

牛と舎飼牛を比較すると，

１日増体重では放牧牛は減

少し,舎飼牛は１日平均２００

９増体した。

－９５－

IiIil料給与蚊 配合飼料(表１）６雌

大豆粕１ｋｇ

イナヮラ６kＫ

牛名 59.11 1２ 6０．１ ２ ３ 増体重
１日増

体重

肥
行
牛

６号の仔

９号の仔

合‘H・

平均

1９

１８

３７

1８．５

370

360

730

365.0

400

380

780

３９０．０

430

４１０

８４０

４２０．０

470

450

920

460.0

495

470

965

482.5

125

１１０

２３５

117.5

１．０４

０．９２

１．９６

０．９８

牛名 5９．１１ 1２ 6０．１ ２ 咽体重
１日増

体頃

舎
飼
牛

号
号
号
号
号
計
均

１
３
６
２
ｍ
合
平

123

120

９
４
６

８
７
６

472

9４．４

530

485

560

５５０

490

615

3.0

2，

５２

555

Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
〈
Ⅱ
Ｆ
Ｄ
Ｏ
ハ
リ

ハ
５
Ｆ
Ｄ
《
０
へ
る
４
４
・

４
５
－
３
’
４
（
ｂ
Ｒ
〉

０
？
』

ワ
】
Ｐ
、

０
０
０
０
０

－
３
ｎ
Ｕ
〆
、
【
Ｉ
８

Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
４

2.660

532.0

Ｏ
Ｏ
０
５

７
０
６
８

一
ひ
一
、
Ｐ
３
Ｆ
Ｄ

‘190

2.705

541‘0 ０

０
５
０
５
０
０
８

４
１
３
９
１

０．４４

０．１７

０

０．３９

０

１．００

０．２０

牛名 5９．４ ５ ６ ７ ｣W体iｎ
１日哨

体耽

放
牧
牛

１号

４号

６号

１０号

合計

平均

１２３

１０６

8９

６６

384

96.0

570

570

540

475

.155

38.8

２
５

八
Ｕ
〈
０
ハ
Ｕ
Ｆ
Ｄ

’
４
〈
ｂ
ｎ
Ｊ
『
Ｉ

５
５
一
ひ
４

２．１０５

５２６．３

535

535

540

485

２．０９５

５２３．８

520

535

545

500

２．１００

５２５．０ ８

０
５
５
５
５
３

５
３
２
５
１

０５６

０．３９

０．０６

０．２８

０．６１

０．１５

牛名 5９．４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 1１ 噌体耐
１日増

体重

放
牧
牛

６号の仔

９号の仔

合計

平均

１２

１１

２３

1１．５

３１５

２６０

５７５

287.5

３１５

２７０

５８５

292.5

330

280

６１０

305.0

５
０
一
、

４
０
４

３
３
６

322.5

335

310

6編

322.5

０
５
５
－
３

４
１
５
．

３
３
６
７

375

340

715

357.5

370

360

730

365.0

5５

100

155

7７．５

0.26

0.48

０．７４

０．３７



以上、５種の調査において，幼齢牛の増体では，放牧牛は舎飼牛より約２倍良かったが，若齢牛，

２～３歳牛，５～１０歳牛ではいづれも舎飼牛は放牧牛の増体よりもいくらか良い成績を示した。放牧

した幼齢牛のみが舎飼牛よりも良い成績であった原因は明らかではないが．この時期は牛の発育の最

も盛んな年齢で，放牧という条件，特に運動と旺盛な採食により影響されたものとも考えられる。若

齢牛より更に高月齢の牛の放牧では,明らかに放牧より舎飼いで飼育した場合が良い増体を示したが，

その原因は舎飼牛では１日１頭当り濃厚飼料を１kg給与した事によるものとも考えられる。また放牧

により牛の増体が極めて少ない事は放牧による運動量．飼料の量．質，更には外部寄生虫の害，ある

いは夏期の炎天下の採食不良等多くの要因が関与して放牧条件を悪化させ増体不良を来したものと思

われる。若齢牛(去勢牛)を７か月間放牧した場合(表－６）の１日当り増体重は3709で，若齢牛(雌）

の舎飼いの場合の3309をやや上廻る発育成績を示した。同一牛を放牧後，舎飼いとし，濃厚飼料を４

か月間給与した場合は１日当り約１kgの増体を示し，放牧から直ちに肥育すると旺盛な発育を示すこ

とが知られた。従って放牧により増体は少ない結果が得られても．骨格や筋肉の発育，あるいは胃腸

や他の内臓諸臓器の健全な発育により牛体に良好な条件が付与されるものと考えられる。

－９６－


